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葵機工株式会社は『健康経営』の取組を通じ、今後も、従業員ひとりひとりが健康で
幸せな生活を維持できるよう、一丸となって健康推進活動を継続してまいります。



受診率向上
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運動機会の増進

健康経営のためのＫＰＩ（年度別目標値）
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健康管理に関する取組状況

社員自らの目標と設定、その努力を会社全体でサポートします
毎年4月に健康に特化した部門（ウォーキング・ストレッチ・ダイエット・禁煙・その他）での
個人にあった目標を設定してもらい、励まし合いながら目標達成に向けて取り組んでもらうこと
により、コミュニケーションの促進と、運動機会の増進を図ります。
また、各自の取組をサポートするとともに、全ての取組をポイント化し、ポイントが最も高かった
社員を「健康優良社員」として、表彰します。

役員より全従業員に向けて、会社の本気度を表明
毎年開催される、経営方針発表会にて、役員より全従業員に向けて、健康経営の必要性を
改めて説明しました。
また、年度初めに個人目標管理表に、健康経営についての個人目標を、1項目入れ、更なる
意識づけを行いました。

2025年4月に設定した個人目標の
分布を見ると、体重管理や運動に関す
るものが76％でした。
ウォーキングアプリや、体力測定等を
上手く活用してもらいながら、目標達成
に向けてサポートしていきます。

運動機会の増進１

健康意識の高揚２

食生活の改善３

コミュニケーションの促進４

職場環境づくりの整備５



②社内ウォーキング対抗戦の具体的開催内容
ウォーキングアプリの導入・・・携帯電話に香川県が運営するウォーキングアプリ（マイチャレ香川）を

インストールしてもらうことにより、企業内でのウォーキング順位が「見える化」されることにより、 コミュ
ニケーションの促進と、運動機会の増進を図ります。

2025年10月に、マイチャレ企業対抗戦にあわせて、社内ウォーキングイベ
ントを開催しました。参加者一丸となり、励まし合って取組み、1ヶ月の歩数ラ
ンキング上位者には、CokeONチケット（ドリンクチケット）を配布しました。
また、10月度の月間企業ランキングは、 195社が参加する中で58位とい
う結果になりました。

アンケート結果
・次回はもっと頑張りたい
・歩数を意識する良い機会になりました

等々

①運動に関する社内イベントの具体的開催内容
年に一度、運動機会の増進とコミュニケーションの促進を目的としたイベントを開催します。

しまなみ海道サイクリング大会 ボウリング大会

社内運動会

10月度歩数ランキング発表

運動機会の増進１

実施年度 内容 参加率 満足度

2022 しまなみ海道サイクリング大会 17.8% 96%

2023 ボウリング大会 38.7% 92%

2024 社内運動会 39.1% 90%

2025 ソフトバレーボール大会 31.1% 92%

運動に関する社内イベント開催内容
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①健康づくりイベントの開催
テーマ 【自主健康づくりへの楽しい参加型イベント】 ～測定する・現状を知る・改善への行動へ～

目的 ●自主健康づくりへの意識を高める体験型動機付けとする
●健康づくりを「しっている」から「している」への意識の変更

内容 香川産業保健総合支援センター様より 「血圧計・握力計・体組成計」
香川県栄養士会様より 「骨密度測定機・血管年齢測定機」
香川県運動推進協会様より 「長座体前屈測定機」
をそれぞれお借りして、測定。
測定結果をグラフ化することにより、経年変化を「見える化」し、健康意識の高揚を図る。

基準値から外れた測定数値は背景を赤く表示すること
により、自主健康づくりへの改善意識の高揚を図ってい
ます。

葵 太郎

10月の「ピンクリボン月間」
にあわせて、乳癌触診体験を
してもらい、乳がんの早期発
見・早期治療を促しました。ま
た、妊婦体験をしてもらうこと
により、助け合う事の大切さ
などを考えてもらいました。

定期的な体力測定を実施した事で、自分の健康状態を
数値で認識し、意識的に改善した結果が、データで明ら
かになっています。(全体の3ヶ月毎平均値)

健康意識の高揚２



個人の「やる気 」にコミットする仕組み

続けていれば必ず伸びるので楽しい！（３）体力診断で効果を確認

（１）集合型運動研修で運動の動機付け

スキマ時間にスマホで5分だけ

（２）健康課題に応じた動画を個別配信

筋肉がつくと基礎代謝
がUPしやせ体質になるよ

体が柔らかくなると
肩こりや腰痛が緩和するよ



『健康体力診断(６項目の指標)+体組成測定』

健康体力診断の実施を年4回行い途中で諦めさせない

体組成測定

握力測定
(全身筋力)

長座体前屈
(柔軟性)

片足立ち
(バランス)

30秒立ち上がり
(脚筋力)

立ち上がりテスト
(ロコモチェック1)

2ステップテスト
(ロコモチェック2)

普段測れない自分の「からだ」を知る良い機会に
なり、健康意識も高まったと思います。共通の話題
も出来たことで、他部署の人たちとのコミュニケー
ションの場にも繋がり、有意義な取り組みとなりま
した。

健康体力診断アンケート結果
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カロリーを控える

塩分を控える

野菜を増やす

骨に良いカルシウム等を増やす

甘いものを控える

お酒を控える

移動ではなるべく歩いたり階段を使う

ストレッチ・筋トレ等のスポーツをする

日常的に歩数計での歩数チェックをする

日常的に体重・体脂肪・血圧などを測定チェックする

定期的に乳がん自己触診をする

本日から改善しようと思う事



女性の健康について 熱中症対策講座 食育出前講座

歯科健康教室 感染症予防講座

②健康に関するセミナーの実施
健康意識の高揚への取組として、社内で健康に関するセミナーを開催します。セミナー終了
後には、アンケート調査を実施し、満足度や意見聴収をしています。

こころの健康づくり講座

セミナー名

テーマ

令和7年度　高松市禁煙・受動喫煙防止出前講座

～喫煙・受動喫煙の害等～

熱中症対策講座

～これからの熱中症対策について～

こころの健康出前講座

～こころの健康づくりについて～

今から知っておきたい！

認知機能の低下について

eラーニング

「がん予防と両立支援」

歯科健康教室（歯と口のはなし）

～歯周病と生活習慣病予防について～

感染症の予防について

～学んで元気！腸のチカラ～

運動出前講座 香川県産業保健

転倒予防のための運動 総合保健センター

2025.05 高松市 34名 2.7 2.9

実施月 主催 参加人数
セミナー満足度
5段階評価

今後への活用
5段階

2025.07 高松市 39名 4.1 4.2

2025.06 高松市 46名 4.0 4.1

2025.09 がん対策推進企業アクション 71名 - -

2025.08 協会けんぽ 31名 4.4 4.5

2025.11 香川ヤクルト販売(株)

2025.10 高松市 32名 4.2 4.4

2026.01

2026.03 女性の健康課題に関する講習
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自動販売機へのカロリー表示

食生活の改善に向けた取組の一環として、社内自動販売機に健康に配慮した飲料を増やすと
ともに、飲料１本あたりのカロリーを表示して、普段購入している飲料のカロリーを見える化し、
健康に配慮した飲料の選択を促しています。
また、熱中症対策として従業員に提供している飲料に、トクホ商品を取り入れ、健康づくりの意
識づけを図っています。

自動販売機飲料 人気ランキング

自動販売機に ‟カロリーを表示する“と
いうちょっとした工夫ですが、従業員から
「自身が普段購入している飲料のカロ
リーが思っていたよりも高くて驚いた。
健康に配慮した飲料の購入する機会が
増えた。」等の声が上がっており、カロ
リー表示の効果を実感しております。
また、コーヒーの購入者が、マイボトルで
お茶を持参するようになり、全体の購入
本数が減少したことにも驚きました。

熱中症対策用飲料 人気ランキング

今年度から、新たに特定保健用食品
(生理学的機能などに影響を与える保健
機能成分を含む食品のこと)を追加しま
した。スポーツ飲料も栄養機能性食品の
スポーツドリンクへ変更しました。また、
それぞれの機能や特徴をドアに表示する
ことにより、自身の健康にあった飲料を
選ぶ従業員が多かったです。

食生活の改善３



②人と人のつながりを育むコミュニケーションの場の提供

 新入社員歓迎会

2年目社員が幹事を務め、主体的に企画・運営。若手社員の成長や部署を超えた交流を促進

し、新入社員の安心感とチームの一体感を育んでいます。

 忘年会

一年間の労をねぎらい、全社員が笑顔で交流できる恒例行事です。日頃なかなか接点の少な

い社員同士も交流でき、部署を超えたコミュニケーションや感謝の言葉が自然に生まれます。

互いの努力を認め合い、翌年に向けた活力を得る機会となっています。

 ランチミーティング

毎月、お誕生日を迎える従業員を招待して、役員とのランチ会を開催しています。 「誕生日を迎

え、ご自身の健康への取組について」「葵機工で今後取り組みたいことについて」などをテーマ

にざっくばらんに意見交換を行い、楽しい雰囲気で交流を深めています。経営層が従業員の声

を直接聞く機会にもなり、心理的安全性と信頼関係の醸成につながっています。

 タウンホールミーティング

経営層と従業員が直接対話し、会社の方針や課題を共有するミーティングを定期的に実施して

います。質疑応答や意見交換を通じて、組織の透明性と信頼性を高め、社員一人ひとりが会社

の方向性を理解し、自らの役割を再確認する機会となっています。

 １on１ミーティング

上司と部下が定期的に1対1で面談を行い、仕事の進め方やキャリア、心身の健康状態などを

話し合う機会としています。この仕組みは、コミュニケーションの質を高め、ストレスの早期発見や

メンタルケアのきっかけづくりに役立っています。

 社内同好会活動

スポーツや趣味を通じて交流を深める社内同好会の活動も盛んです。運動不足の解消やストレ

ス軽減だけでなく、部署を越えた仲間づくりの場として、心身のリフレッシュとチームワーク向上に

貢献しています。(山岳部・釣り同好会・チョコザップ同好会・カラオケ同好会が活動中）

 一日一斉おもてなし遍路道ウォーク

毎年、地域行事である「一日一斉おもてなし遍路道ウォーク」に参加しています。この活動は、地

元の皆さんと一緒に遍路道を歩きながら清掃や整備を行うもので、地域との交流を深めるとと

もに、従業員同士のチームワークづくりにもつながっています。ウォーキングを通じて身体を動か

すことで健康増進を図るとともに、自然の中での活動はリフレッシュ効果も高く、社員からも「良

い気分転換になる」「普段話せない人と話せる」といった声が上がっています。

①サンクスカード制度を導入

コミュニケーションの促進と、お互いの信頼関係の構築を目的として、日ごろの感謝の気持ち
を紙やデジタルで贈り合う、サンクスカード制度を取り入れています。

コミュニケーションの促進４

葵機工株式会社では、心身の健康を支える要素の一つとして「人と人とのつながり」「職場の風通し
の良さ」を重視しています。コミュニケーションの促進は、メンタルヘルスの維持や職場の活性化、さら
には働きがいの 向上につながる重要な取組と位置づけています。



ポイント（例）

●マイチャレ参加
240,000歩/月以上・・・50P/月
150,000歩/月以上・・・30P/月
90,000歩/月以上・・・10P/月

●イベント参加・・・・・・・・・・・・50P

●健康体力カルテシステム
上昇率に合わせたポイント

●健康に関するセミナー受講・・10P

●サンクスカード・・・・・・・・・1P/枚

②社員の努力を評価し、表彰します

各自の取組をサポートするとともに、全ての取組をポイント化し、アプリを作成し、ポイントを見
える化しました。また、個人の頑張りを毎月発行の健康新聞で紹介し、競争心を煽ります。
さらに、年度末にポイントが最も高かった社員を「健康優良社員」として、表彰します。

職場環境づくりの整備５

①傷病の特性に応じた治療と仕事を両立させるための両立支援制度を導入

両立支援コーディネーターを社内に配置し、がんなどの反復・継続して治療が必要となる疾病
の長期通院に利用できる有給の治療休暇制度を導入し、従業員が安心して働ける職場環境
づくりを整備します。

年度 支援者数 うち支援中 職場完全復帰者数

2022 2名 1名 1名

2023 1名 0名 0名

2024 1名 1名 1名

治療と仕事の両立支援制度 利用者数



③健康診断受診率100％（継続中）
毎年10月に全従業員（パート社員含む）の健康診断費用を会社で全額費用負担し、勤務
時間内に実施することにより、受診率100％を継続しています。
また、がん検診も全額費用負担することにより、病気の早期発見に努めています。
特に40歳以上の従業員への肺がん検診は、従来のＸ線での検診ではなく、より高精度の撮
影での検診に変更させることにより、より詳しい検査結果が得られています。

④二次検診の受診勧奨
毎年10月の健康診断結果を受けて、二次検診の受診対象者には、口頭での勧奨だけでは
なく、「再検査指示書」を手渡し、受診結果を報告してもらうことにより、更なる受診勧奨に努
めています。 （2024年度実績 対象者22人 受診者18人）

⑤特定保健指導の受診勧奨による受診率100％（継続中）
毎年10月の健康診断結果を受けて、特定保健指導の受診対象者には、勤務時間内に会議
室を提供し、特定保健指導の受診を勧奨し、健康管理に努めてもらっています。
また、愛媛県の大洲工場での対象者は、会議室を提供し、WEBでの受診を勧奨します。

⑥ストレスチェック受診率100％（継続中）
毎年７月に外部機関に依頼して全従業員対象にストレスチェックを実施しています。仕事上
の不安や悩みを抱える人のための相談窓口を、社内外に設置しています。また、産業医と連
携を取りながら、気軽にカウンセリングを受けられるサポート体制を構築しています。

⑦インフルエンザ予防接種率100％（継続中）
毎年10月に医療機関に依頼して、勤務時間中に医療スタッフに来社していただき集団での
接種をお願いしております。また、接種費用は全額会社負担にすることにより、接種しやすい
環境づくりと、インフルエンザ感染の罹患率低減に努めています。

⑧ラジオ体操の実施（スポーツエールカンパニー2025+認定取得）
運動機会増進の取組の一環として、毎朝朝礼前にラジオ体操の実施をしております。また、
作業中には顔を合わせることのない従業員同士のコミュニケーションづくりにも役立っていま
す。

⑨健康新聞の発行（毎月継続中）
コミュニケーションの促進に加え、健康意識の高揚を図ることを目的として、月一回、健康新
聞を発行し、全従業員に回覧して情報を共有しています。

⑩ペットボトルキャップ回収による社会貢献活動
ペットボトルキャップの回収・寄付活動を継続的に実施しています。集めたキャップは、NPO団
体を通じてリサイクルされ、ワクチン支援などの社会貢献につながっています。この活動は、
社員の環境意識や社会貢献意識を高めるきっかけとなるとともに、きれいで快適な職場づく
りにも貢献しています。また、部署を超えて協力し合う中で、自然なコミュニケーションが生ま
れるなど、心の健康づくりにも良い効果をもたらしています。
（2025年10月現在の寄付 123kg 1,230円 ワクチン61.5人分）



認定・表彰関係
企業認定(健康経営)

近年の表彰関係

2023.02 香川県 かがわ働き方改革推進大賞 優秀賞

2023.03
香川県

協会けんぽ香川支部
事業所まるごと健康宣言 知事賞

2024.02 香川県 かがわ働き方改革推進大賞 最優秀賞

2024.02 香川県 かがわ女性キラサポ大賞 大賞

2024.03 厚生労働省 がん対策推進パートナー賞 中小企業部門

2024.03 経済産業省 はばたく中小企業・小規模事業者300社 人への投資部門

2025.02 香川県 かがわ男性育休推進大賞 大賞

受賞年月 団体名 受賞名



近年の講演・取材・視察関係

講演名

テーマ

第５回歩行解析産業研究会

〜葵機工における健康経営の必要性とは〜

令和5年度　産業保健研修会
〜従業員一人一人が

自主的・自発的に取組める仕組みづくり〜
多様な働き方推進セミナー

〜出来る事から始めた
多様な働き方推進に向けての取り組み〜

令和5年度統括セミナー
〜がんの取組について〜

多様な働き方推進セミナー

〜出来る事から始めた
多様な働き方推進に向けての取り組み〜

多様な働き方推進セミナー

〜出来る事から始めた
多様な働き方推進に向けての取り組み〜

2023/6/28 香川産業保健総合支援センター 総務部 係長　佐々木弥香
朝日生命ビル
3階研修室
(香川県）

2023/7/24 香川県商工労働部労働政策課
ｻﾝ･ｲﾚﾌﾞﾝ高松

視聴覚室
(香川県）

常務取締役　山中 治

実施月 主催場所

産総研四国ｾﾝﾀｰ
(香川県） 常務取締役　山中 治2022/9/26 国立研究開発法人

産業技術総合研究所

登壇者

2025/7/23

香川産業頭脳化ｾﾝﾀｰ
ﾋﾞﾙ

一般研修室
(香川県）

香川県商工労働部労働政策課 常務取締役　山中 治

2024/3/1 星陵会館
（東京都） がん対策推進企業アクション事務局 常務取締役　山中 治

2024/7/25

香川産業頭脳化ｾﾝﾀｰ
ﾋﾞﾙ

一般研修室
(香川県）

香川県商工労働部労働政策課 常務取締役　山中 治

実施月 場所 視察内容視察団体

2023/5/24 葵機工(株)
高松工場 香川県議会 社内における健康づくりの取り組み紹介

2024/10/23 葵機工(株)
高松工場 三豊市男女共同参画推進ネットワーク 社内における健康づくりの取り組み紹介

2024/10/23 葵機工(株)
高松工場 社内における健康づくりの取り組み紹介JAICA海外研修

2025/11/5
予定

葵機工(株)
高松工場 京都工業会 社内における健康づくりの取り組み紹介

2025/11/21
予定

葵機工(株)
高松工場 JAICA海外研修 社内における健康づくりの取り組み紹介

「みんなの県政　THEかがわ」
事業所ぐるみで健康づくり

取材月 メディア URL取材内容

2022/06 ビジネス香川 健康経営優良法人2022初認定について https://www.bk-web.jp/post.php?id=2610

2022/07 https://www.bk-web.jp/post.php?id=2642

2022/07 https://www.pref.kagawa.lg.jp/kocho/koho/kohoshi/thekagawa202308.html

ビジネス香川 「ものづくり」と「健康経営」について

香川県 健康宣言の取組内容について

2022/07 ビジネス香川 自動化、健康経営、女性の活躍など、
働きやすい職場づくり https://www.bk-web.jp/post.php?id=2655

2024/04 日経Gooday 女性役職者が主導する巻き込み型の健康経営について https://gooday.nikkei.co.jp/atcl/column/22/082800010/052300009/

2023/08 香川県 https://www.pref.kagawa.lg.jp/kocho/koho/kohoshi/r6kouhoukonnku-ru-zyusyounaiyou.html

2025/09 ビジネス香川
（高専・能開大用）

葵機工の「健康経営」
人を守る努力が企業価値を守る

健やかに安心して働ける環境づくり
冊子

2025/03 IKIGAI WORKS 人が主役のものづくり。想いが育む「共にある」文化 https://ikigai-media.jp/?p=49793&post_type=manage-interview&preview=1&_ppp=edbeef958e

2025/09 ビジネス香川
葵機工の「健康経営」

人を守る努力が企業価値を守る
健やかに安心して働ける環境づくり

https://www.bk-web.jp/post.php?id=3624

https://www.bk-web.jp/post.php?id=2610
https://www.bk-web.jp/post.php?id=2642
https://www.pref.kagawa.lg.jp/kocho/koho/kohoshi/thekagawa202308.html
https://www.bk-web.jp/post.php?id=2655
https://gooday.nikkei.co.jp/atcl/column/22/082800010/052300009/
https://www.pref.kagawa.lg.jp/kocho/koho/kohoshi/r6kouhoukonnku-ru-zyusyounaiyou.html
https://ikigai-media.jp/?p=49793&post_type=manage-interview&preview=1&_ppp=edbeef958e
https://www.bk-web.jp/post.php?id=3624


健康経営の成果（投資と生産性の推移）
備考
(目標)

2024
年度

2023
年度

2022
年度

2021
年度

2020
年度

指標

健康診断費用
健康イベント費用
食生活・運動支援 他

89,87323,02418,37720,634―
1人当たり
健康投資額
(円/人）

健康経営の成果6,4115,8405,7255,9685,877
労働生産性
(千円/人)

業務改善の推進
各年度5時間未満とする

4.4時間4.7時間3.8時間4.5時間4.5時間
月平均所定外
労働時間

定着率改善
各年度5％未満とする

4.4％9.4％0.8％4.3％1.7％離職率

新卒定着
各年度0％を目指す

0％0％0％0％0％新卒離職率

ワークライフバランス推進
各年度70％以上を目指す

65.9％68.4％59.7％55.8％58.5％有給休暇取得率

健康状態によるパフォー
マンス低下

6.3――――
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｨｰｽﾞﾑ
(10点満点)

労働災害未然防止
各年度100％を目指す

78.1%98.3%76.7%96.6%―
300×提出率
（ヒヤリハット）

社内意識調査アンケート
3.5以上を目指す

3.43.13.0――
働きやすさ
（5点満点）

健康づくり担当者のメッセージ
葵機工株式会社は、2022年3月に経済産業省より「健康経営優良法人2022」に初めて認定を
受けて以来、本格的に「健康づくり推進チーム」を中心としたプロジェクト体制を立ち上げ、全社一丸
となって 健康経営の推進に取り組んでまいりました。
取組の成果として、1人当たりの健康投資額は年々増加し、労働生産性や有給休暇取得率の向上、
離職率の低下など、働きやすい職場環境づくりに確実な成果が現れています。
また、毎年実施している全従業員対象の社内意識調査アンケートでは、働きやすさの平均スコアが
年々上昇しており、健康経営の取組が従業員満足度の向上にもつながっていることが示されています。
さらに、2025年には3年連続で「健康経営優良法人（ブライト500）」の認定を受け、継続的な健康
経営の推進体制が社内外から高く評価されるとともに、その取り組みは数々の表彰や外部機関から
の評価にもつながっています。
コロナ禍を経て、人と人とのつながりが薄れがちな今だからこそ、従業員一人ひとりが心身ともに
健康で、 互いを支え合える職場づくりが重要です。
私たちは、従業員とそのご家族が安心して暮らし、笑顔で働ける環境を整えることを目指して、これか
らも多様なニーズに応じた健康支援の取組を継続してまいります。

健康経営エキスパートアドバイザー(認定番号EX22000133) 健康経営アドバイザー(認定番号23002164)
両立支援コーディネーター 健康づくり推進チーム リーダー

佐 々 木 弥 香 小 禄 優 美


